
iw 

地

美

手応

工

世
玄

鶴

区

の

抑
制
市
教
行
委
μ
会
か
ら
抑
的
地
灰い
の
美
術
TL

ぷ
品
調
査
の
依
願
を
う
け
た
0

4
の
地
．Nれ
の
調
査
は、
三
れ
ま
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が、
市
教
有
委
片
会
の

A
副
で
総
介
訓
上引
を
実
施
す
る
の
は
心
初
の
こ
と
で
あ
る。

調
在
の
主
旨
は、
こ
の
地
一以い
に
は
す
で
に
早
く
か
ら
指
定
を
う
け
て
い
る
国
宝、

J必

要
文
化
財、
R
安
美
術
品
は
か
な
り
あ
る
が、
こ
の
さ
い、
こ
れ
ら
の
物
件
を

倣
認
し、
そ
れ
ら
以
外
の
彫
刻、
絵
師、
仁川副
作
品
の、
い
わ
ゆ
る
芸
術
｜
ぷ
川

の
訓
伐
を
し
て、
そ
れ
ら
を
舛
的
地
区
の
文
化
史
的
必
総
帥
切
に
役
立
つ
資
料
に

し、
こ
の
地
．Nn
に
泣
存
す
る
文
化
財
を
保
ト仔
保
護
す
る
行
政
的
な
刑
か
ら、
そ
れ

ら
の
作
品
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
い
と
の
依
願
で
あ
っ
た。

市
教
育
委
μ
会
の
要
望
に
答
え
る
こ
と
が
山
米
る
か、
T行

か、
は
別
と
し
て、

私
述
の
立
筋
は
か
L
る
袈
製
に
添
う
べ
く
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る。
そ
の
な
味
で

払
は
こ
の
依
願
に
応
じ
美
術
工
主
研
究
主
全日以
が
訓
抗
し
た。
阿
川
は
二
日
間、

七
月
は
六
日
間、

十一
月
は
五
日
間
の
別
問
で
郎
合
三
凶
に
わ
た
り
調
査
し
た

が、
七
月
調
在
に
は
京
都
国
立
博
物
・飢
の
毛
利
久
技
行
の
応
援
を
仰
い
だ。

今
位
の
調
査
対
仏本
場
所
は
寺
院
の
み
に
限
定
さ
れ
た
が、
そ
の
訓
抗
刻
象
の
寺

院
は、
円
隆
寺、
多
門
院、
金
剛
院、
松
毘
寺、
経
林
寺、
大
聖
守、

京
本
願
寺

長
以
守、
む
勝
寺、
多
綱
寺、
出
門
寺、
地
中一
守、
長
江
寺、
大
泉
北吋、
J
H川
而
守

主
が
よ寸、
本
行
hJ、
般
若
寺、
れ
厳
守、
法
心
守、
仏
心
守、
大
山
寺、
小仰
陥
寺

特舛
的
地
区
の
芸
術
工
芸
調
査

調

査

研

究

三己

美

術

工

;:z:,; 

海
臨
寺、
ドHhんポ
寺、
妙
法iJ、
苦
悩
寺、
医
王
寺、
加
山
寺、
仁
ガ
ム寸、
永
福
寺

の
三
イ一
ケオ
J

及
び
内
大
山
千
蔵
村
の
村
共
有
の
お
立
な
ど
数
ケ
所
に
わ
た
り、

訓

代総物
件
は
三
尚一－
十一
一件
余
の
多
き
を
数
え
た。

日
、
4

．

ベ
ロrsj、
J

H
川
：
トL

一

1
J
恥
ふ
品
川
t
川
U
う
川

必f

工
去
作
品
が
絵
阿、
彫
刻
の
作
品
に
比
し
て
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
が
机

立
を
引
く。
件
数
に
し
て一一一
O
件
に
も
み
た
な
い
市・
尖
は
全
く
立
外
で
あ
っ
た。

工
去
作
品
は一
般
的
に
い
っ
て
佐
川
に
よ
る
破
川、
さ
ら
に、
誰
れ
も
が
仙川
市
に

付
ち
出
ベ
る
料
似
さ
も
子
伝
っ
て
川凶
作
と
レ
う
山…
か
ら
み
る
と
な
か
な
か
附
嫌
で

あ
る。
何
ら
か
の
必
い
保
山行
処
位
が
講
ぜ
ら
れ
な
い
限
り
は
守
院
で
あ
れ、
例
人

で
あ
れ、
長
く
伝
え
る
こ
と
は
笠
燥
で
あ
ろ
う。
抑
制
地
区
も
例
外
で
は
な
く、

ど
の
咋
院
も
仏
加、
仏日目
の
却
は
殆
ん
ど
新
し
い
作
品
が
お
か
れ
て
い
た。

こ
の
地
K
に
出
い
凶
係
を
も
っ
当
時
の
一
流
文
化
人
だ
っ
た
刺
川
幽
・封、
三・
対

父
子
の
凶
係
逃
U川
が
か
な
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が、
こ
れ
ら
も
寺

院
か
ら
す
で
に
縦
れ
た
瓜
状
で
あ
る。

今
回
の
調
査
で
知
ら
れ
た
こ
と
は、
作
品
に
地
方
的
作
風
の
見
ら
れ
な
い
こ
と

で、
地
方
に
は
地
方
特
有
の
作
風
が
よ
く
み
う
け
ら
れ
る
が、
こ
もふ
で
は
そ
れ
が

み
ら
れ
な
い。
こ
の
こ
と
は
絵
画、
彫
刻
作
品
に
も
共
通
し
た
も
の
で
こ
れ
は、
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か
つ
て
の
舞
鶴
地
区
の
文
化
の
あ

り
か
た

を
明
示
す
る
も
の
と
も
い

え
よ
う 。

松尼寺

作
風
は
と
も
か
く
と
し

て 、
寺
院
に
本
納
さ
れ
た
作
品
が

始
ん
ど
の
寺
院
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
が 、
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
寺
院

を
と
り
ま
く
信
仰
の
実
態
な
と
が

知
ら
れ 、
さ
ら
に 、
製
作
年
代 、

作
家
名
ま
で
判
明
す
る
の
は
郷
土

史
的
側
仙
の
向
い
資
料
と
い
わ
ね

ば
な
る
ま
い 。
そ
の
こ 、

三
を
紹

介
す
れ
ば 、

ま
た 、

犬｜｜台第11:;(J

口加l
:-" (!i:.
f守 ｜尚
三回

出t
1111 �』

で芸
池；t

®i 
詞を
銘？
を遜
壬を
もみ

る
と

持
小
錨一
口
口
限
必
山

銅
製
で
口
径
回－mnョ 、
総

の
山火
店
七
之
何日（
陥

�：：；.元 丹
光禄 後
｜｜｜十／JII
般五｛左
若午壬 rn�
怖政 花
守三 布

月路
古住辰

田
村
杢
左
衛
門
勝
慌
喜
姶
之

住
持
川
昭
山
池
之

と
あ
り 、

元
禄
十

五
年
に
誰
れ
が
ど
ん
な
鹿
山
で
こ
の
お
守
に
鎧

を
納
め
た
か
が

川壮
舷
守
の
制
製
の
主
仮

を
み
る
と、

そ
の
盆
内
の
佐
職
も
知
ら
れ
る一
つ
の
記
録
で
あ
ろ
う 。

盟
主・
0
2
防
島・。口ヨ
の
作
品
で
表
面
に
刻

知
ら
れ 、

銘
が
あ
る。

上
楽
飼
村
庄
屋

イヨ

宝
賠
六

一利
之
十
月
廿
六
日

来
飼
上
村
立
覚
山

れ
厳
抑
止可
什
物

現
住
令
者
代

丹
波
福
州首
山
住

比
立
大
和

厳
原
虫
次
作
之

と
あ
っ
て 、
作
者
が
知
ら
れ
る
も
の
の
一
つ 。

仁
舟
寺
の
綾
子

を
み
る
と、
銅
製
で
径ム0・印
叩
日
さωω－m
叩
の
作
品
で
側
聞
に

刻
銘
が
み
ら
れ
る。

パ
後
図
加
佐
川州
田
辺
郷
水
仙
山
仁

μ立守
常
住
川
牧
代

官
保

五
年

時
十
月
廿
四
円
古
拙融
政
込町
之

な
伝
子
F

／
J
1

3つ寸
Vi

ま
た 、
永
侃
オザ
の
銅
製
で
筏ω吋・onEぃリ川
さ
包・0
叩
の
鈍
に
み
ら
れ
る
銘
は 、

丹
波
因
果
田
郎
也
山
帰
命
山
専
念
寺
江

山本
寄
進
半
鈍
右
志
之
立
町地
者

為

時半
氏
前
伊
州
大
守
源
忠
山
公
御山出回
促

為
同地H
光
院
殿

前
伊
川
起
作
児
科
存
光
居
土
御
菩
捉
為
申一〈
翁
宗
尚
信
士
一th

tk
 
H4U
 

為
浄
毘
妙
山
信
女
菩
提

施
主

奥
山
検
校
心
海
僧
正

敬
’ヨ

法
名

心
鋭
院
宗
谷
心
眼
宗
春
居
士

zH
H子

五
Jr

h誠
九
月
期
H

南
無
阿
弥
陀
仏

忍
待
了
天
代

治
工
裕
陽
釜
山也
住

匝
E
4
古
川M－－－

生みι
l=I 

新
官
治
郎
寄
附

近
雌
丹
波
ほ
佐
久
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こ
れ
ら
の
作
品
は
い
づ
れ
も
普
通
作
品
で 、

Mm
に
妓
術
的
に
阪
れ
た
作
品
と
は

い
え
な
い
か 、

作
品
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
り
製
作
年
代 、

作
者 、

製
作
山
来
な

ど
が
明
確
に
知
ら
れ
る
点
は
貨
車
な
資
料
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い

。

年
代
が
新
し

く
と
も
そ
の
川
代
に
お
け
る
そ
の
土
地 、

そ
の
寺
院
の
あ
り
か
た
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
記
録
で
も
あ
る 。

こ
の
地
区
に
は 、

殆
ん
ど
江
戸
別
の
も
の
で
あ
る
が
こ

の
よ
う
な
作
品
が
ど
こ
の
寺
院
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
一

つ
の
特
色
と
も

み
ら
れ
よ
う 。

数
少
な
い
が 、

年
代
も
よ
く
作
風
も
い
い
作
品
を
求
め
る
と 、

孔
径
文
川内山
（
口
絵）

多
目欄
i寸
政

銅
製

肘
帆戸
∞・
∞口
昌

明断
張
M
0・
ωロ
ヨ

鎌
企
時
代

出
は
小
国
で
は
古
く
か
ら
祭
犯
の
際
に
来
総
と
し
て
川
い
ら
れ
た
も
の
で 、

石

川公
の
も
の
が
は
じ
め
と
さ
れ 、

川以
も
秀
れ
た
も
の
は
玉
一日
の
も
の
と
さ
れ

て

い

た 。

周
末
戦
国
時
代
頃
か
ら
鈎
釧
製
の
も
の
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が 、

わ

が
国
で
は
奈
良
時
代
に
は
法
具
と
し
て
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

平
安
朝
に
入

っ
て
か
ら
今
み
ら
れ
る
燥
な
形
式
に
な
り 、

法
会
の
際
の
必
劉
迫
口六
と
な
っ
た 。

こ
の
殺
は
作
風
も
す
ぐ
れ
た
いハ
耐
だ
け
に
孔
雀
文
燥
を
鈎
出
し
て
い
る 。

同州
山町
は

亜
弁
の
注
撃
で
孔
雀
を
向
い
合
わ
せ
て
い
る
も
の
で
鎌
倉
則
に
よ
く
み
ら
れ
るs
X

係
陥
成
で
あ
る 。

し
か
し 、

胎
も
わ
り
に
薄
手
で 、

股
入
り
も
浅
く
注
撃
の
中一
初

の
形
式
も
ま
だ
藤
原
的
な
盗
を
か
な
り
践
し
て
い
る
作
品
で 、

鎌
倉
則
も
初
則
の

作
品
と
み
ら
れ
る 。

山
一川
支」
∞
Mn
ヨ

天
白
台
（
館
1

図）
一

法

松
尾
寺
政

木
製
朱
漆
箔
押

高
さ
5・
0
2

口
径
∞
印
叩

低
径
寸・
ωロ
ヨ

室
町
時
代

天
目
茶
碗
を
の
せ
て
い
る
台
で
あ
る
が 、

も
と
も
と
仏
前
に
献
茶
の
時 、

茶
碗

舛
的
地
区
の
美
術
工
芸
調
査

を
じ
か
に
ほ
か
ず
こ
の
台
が
使
用
さ
れ 、

そ
れ
が
抗
人
へ
の
旦
茶
に
も
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る 。

天
口
合
は 、

ほ
う

づ
き 、

羽
恨 、
一
仙
台
の

三
部
分
か
ら
椛
成
さ
れ 、

そ
の
表
而
の
装
飾
刀
法
に
は
朱
漆 、

山一…
漆
の
ほ
か
に 、

彫
漆 、

山
内ハ 、

山
総 、

木
地
の
ま
与
な
ど
の
種
々
の
刀
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た 。

こ
の一
大
目
台
は
朱
盗
り
で 、

ほ
お
づ
き 、

輸
化
形
の
羽
服 、
一日
川
台
の
部
分
全
而
に

金
箔
が
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

昔
一必
削似
米
塗
と
俗
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が 、

こ
の
台
は
成
形
も
美
し
く
強
い 、

円川
口
川
が
た
だ
よ
う
悩
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う 。

た
だ
一

ぶ
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
妓
念
で
あ
る
が 、

細
川
向
斉
と
深
い
閃

係
を
も
っ
こ
の
守
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
欣
な
し
と
し
な
い

。

（
守

山

公

卜←八）

そ
れ
ら
の
大
下

訓
査
し
た
絵
画
作
品
の
数
は
d
五
十
一

余
件
に
及
ん
だ

。

一
一 、

絵
画
作
品
の
調
究

ま
工一」
しらず
下K
o

l
l－
－
H

1
4

作
品
で
あ
っ
た

ば
円
、

L
仁

川J
h「’』

J
Y
一

－

戸

FJ
i
t’

小人
判
的
制
仙
を

も
つ

什山
口
す
ベ

き
絵
画
作
品
を

，、
「ノ
H
lL
川
リ

luw
〈

J

J’h
Fy
ll

し
た
こ
と
は
芯

義
あ
る
調
査
で

中
の
っ
た 、

t－E
1

 

1：
l

ソ

E
I

l
l
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全
体
を
辿
じ
て
創刊
ら
れ
た
成
栄
は
次
の
三
点
に
し
ぼ
ら
れ
よ
う 。

第
一

は 、

特
定
の
地
区
と
い
う
限
定
な
し
に
資
料
的
側
伯
尚
く 、

重
要
な
立
山お

を
も
っ
作
品
を
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
こ
と 。

第
二
は 、

特
定
人
物
の
伝
来
を
も

っ
た
泣円川
が 、

い
く
つ
か
諸
守
に
伝
え
ら
れ
て
い
て 、

そ
れ
ら
の
作
品
よ
り
室
町

時
代
に
生
き
た
一

人
の
人
間
的
動
及
び
そ
の
背
此
を
抗
測
で
き
る
こ
と 。

例
え
ば

村
海
m
正
笠
不
動
明
王
像 。

第
三
は 、

作
品
の
紙
背
な
ど
に
そ
の
作
品
の
成
立
が

的
あ
る
い
は 、

伝
米
が
記
録
さ
れ
て
い
て 、

舞
鶴
地
区
の
庇
史
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
時
に
参
考
に
な
る
「
仏
浬
然
凶
」

が
訪
寺
に
政
さ
れ
て
い
た
こ
と 。

こ
の
三

点
は 、

こ
の
地
区
に
伐
る
絵
同
作
品
に
み
ら
れ
る
大
き
い
村
色
で
あ
り 、

殊
に
第

三
に
お
い
て
は
郷
土
史
的
側
他
の
向
い
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い

。

ま
ず 、

第
一

の
部
却
に
同
す
る
作
品
は 、

怯
尾
寺
放
の
「
法
務
経
蛇
茶
山総
図
」

「
求
問
持
彪
空
政
菩
磁
像
」

「
不
動
明
王
像
」

「
愛
染
明
王
像」

「
伝
白
馬
寺
古

，� 

「
怯
尾
守
伽
際
凶
」

五
門
寺
裁
の
「
開
山
国
師
像
」

が
挙
げ
ら
れ
る 。

法
務十
経
蛇
茶
山総
凶

相
本
石
色

一

一附
（
第
2
図）

吋
∞－
O

X

∞
∞
ω

怯
尾
守
政

鎌
合
時
代

本
凶
の
卸
一

市いい
に
は 、

釈
迦
仏 、

多
宝
仏
の
二
仏
が
併
坐
し
て
い
る
多
宝
壊 、

そ
の
刑
問
の
八
述
弁
の
上
に
は
文
殊

薬
王

妙
昔、

常
精
進 、

無
尽
怠
聖
観

北日 、
tH
N 、

ル内
初
の
八
大
古
峰 、

そ
の
問
問
に
は
須
苔
抗 、

舎
利
州 、

目
述 、

迦

柴
の
問
怖
が
配
位
さ
れ
て
い
る 。

第 －
一
屯
に
は 、

御
大
勢
華
院
な
と
の
十
六
作
が

第
三
市
に
は
不
動
明
王
な
と
の
ト

六
持
が
位
位
す
る
通
形
の
法
華
経
長
茶
縦
凶
で

しめ
る
c

巻
印川
め
に
品
川日日
「
法
華
円山A
茶
縦
宅
降
下

松
尾
土寸
劇
住
本
端
修
口
口
」

全
耐
に
補
彩
や
HH
H

き
お
こ
し
が
み
ら
れ
る
が 、

部
一

市川
の
笠
間
と
か
八
袋
注
弁

上
の
各
W
の
光
背 、

多
宝
wm
の
眠 、

法
弁
に
は
当
初
の
彩
色
が
陀
か
な
が
ら
残
っ

て
い
る 。

空
間
は
緑セ
け
を
下
地
と
し
て
そ
れ
に
柿
子
文
を
切
金
で
表
現
す
る 。

八

大
苔
時
台
肢
の
注
弁
は
附叶ド
け
と
淡
緑
青
で 、

大
き
な
八
諜
は
胡
粉
を
地
に
し
て
い

る
が 、

八
大
菩
磁
の
月
輪
と
は
税
淡
で
区
別
し
て
い
る 。

吏
に 、

八
大
芸
能
の
光

州
は
紅
を
ゆ
る
や
か
に
批
す
や
り
点
で
心
も
よ
く
当
初
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う 。

八
柴
注
弁
上
の
薬
王 、

常
初
進 、

皇
制
昔 、

弥
肋
の
四
坊
の
衣

に
朱
が
成
る
が 、

こ
れ
は
当
初
の
も
の
で
あ
る 。

肉
線
は
紅
で
州
き
そ
の
よ
に
お．

の
鉄
線
航
で
仕
上
げ 、

阪
・部
は
う
す
く

紅
を
備
す 。

全
而
的
な
補
彩
あ
る
い
は 、

多
宝
応
の
屋
般
に
画
制
の
欠
失
も
み
ら
れ
回
趣
を
似
ね
て
は
い
る
が 、

木
絡
的
な

仏
闘
で 、

今
回
の
調
行
の
う
ち
紋
も
絡
調
山川
い
魁u
川
と
い
え
よ
う 。

鎌
公
も
初
期

に
属
す
べ

き
作
品
で
あ
る 。

第
二
の
部
類
に
屈
す
る
も
の
と
し
て
は 、

円
降－
t寸
蔵
の
「
不
動
明
王
二
重
子
像
」
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松
尼
寺
此
の

「
冗
大
切
王

「、
水
凶
作
胤
空
伐山由
M

院
像」
一
不
動
明
王
二
世
f

倣」

凶」
多
掛川
守
政
の

必
厄
干
の
一
ボ
凶
作
雌
小山L
欣
呂
町隙

「 ．小
動
明
五
像」
が
め
る 。

像」
と
「
五
大
切
王
幽」
以
外
は 、
い
わ
ゆ
る
白
川
副
で
あ
る
が 、
位
取
な
る
修

m
に
際
し
て
も
当
初
の
記
録
を
失
わ
ず
に
UH
H

き
叩
め
て
レ
る
こ
と
は
「
利
海」
に

何
か
の
立
味
の
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
で
あ
ろ
う 。

「
パ
後
曲川
謝
海
凶
誌」
（
川
後
史
料
渋
川
知
三
糾）
に
「
村
山伽」
に
つ
い
て
は 、

「
大
型
院
切
応
の
刷 、
日
t－ゆ
b
d
jρ

ゆtr ・－リ’
d
h
i－－l
h

。

il
リ
向
刊
J川
店
品州w
dr ．－
h
山
引
引
い

」？

一
宮
の
供
的
也。
H
14
門
研

1
M ，
二

K
Ff
リdu
－
－p
’v

妙
な
り」
と
述
べ
て
い
る
の
は
罰
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

（
川
後
史
料
法
A
m一
叫）

ま
た 、
「
灯
後
胤

L4
1
し
－

－一－・＝
HH

elh

「
いい火山 ・
J

ニ

q」
に
「
大
型
院
総

に
よ
れ
ば 、

大
m
m

与一－一
U

大
阿
川
梨
村
海」
と
HHい

万
さ
れ
て
お
り 、
こ
れ
か
ら
み
て 、
「
科
海
L

こ
の
作
ω
と 、
AJ

と
い
う
附
侶
が
卜
ぃ九
叶い
紀
後
平
に
川
脱
し
た
と
出
倣
さ
れ
る 。

川
の
判州
代
で
m
u
し
た
判
海
と
は
川一
人
物
と
み
て
川
進
い
は
あ
る
ま
い 。

円
隆
年
の

小
川リ
の
不
動
明
王
の
胸
部
に 、
「
ア

「 －小
動
明
主
こ
れ
f

倣」
は 、

ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン」
の
五

山Jゼ
党
下
で
H川

き 、

IZI 

多
綱
守
の
そ
れ
に
あ
っ
て
は 、

の
右
々
に 、
「
パ
ン
ウ
ン
タ
ラ
l
ク
キ
リ
l
p

一
の
丘九十
を
党
下
で
ぷ
し
て
い
る 。

さ
ら
に 、
前
者
と
川
系
の
も
の
と
し
て
は’

「
弘
治
弐
年
五
バ
ト山
口

そ
れ
に
は

一
叫
大
型
院
大
m
m
法
印
沼
海
川
之」
と 、
そ
の
製
作

怯
児
与
の
も
の
が
あ
り 、

に
つ
レ
て
の
諸
私
的
を
切
ら
か
に
し
て
い
る 。

凶」
と
抗
定
し
て
出
り
な
く 、

恐
ら
く 、

そ
れ
ら
は
川
系
統
の
「
不
動
明
王

す、，ι 

，心

小
附い
巾」
同一
の
－M
「
路
神
社」

に
展
山
し
た
修
験
の
信
仰
泣い川
で
は
あ
る
主
い
か 。

不
動
明
王
二
宜
子
山隊
一
一川
（
出
3
凶）

リタ中：寸
次

l
u
－

－h
 

紙
木

IWI 

叶
0・
G
n
ヨ
x
ω
】

由
ロ
ヨ

ぃ、
V

－J
－Ja

れL

，
二

U引

21

fl

知廿
海
鐙
の
「
不
動
明
王
像」
は
多
梢
今
に
も
松
尾
守
に
も
あ
る
が 、
こ
の
不
動

鋭
的
地
区
の
美
術
工
芸
訓
公

山川
ギ ．．
 山川
f

像
に
お
い
て
は 、

山f）
を
－4
し 、
凶
小
ホ
ト刈
に
一
知日
山仰
化

川と
と
も
HHリ 。

弔
裂
な
作
品
で
あ
ろ
う 。

「b少し
〆
4J

υ
i一

仕
前
寸
「
仁
コ
r
f
bし ．I ．叶汁
こ

かハ11υJI
一I
U
的叩
巧ノ
ゲ・3
44
1

不
動
明
王
の
胸
部
に
「
ア
ビ
ラ
ウ
ソ
ケ
ソ」

多
側

h
J

木
作
凶
一
一帆
（
部
川
凶）

多
側
守
政

部 i

本
r,
: 

右

.r.� 
ii\ 1’七
{- IIIJ 

をIJ;j,
か（＼；：
ゐ、

IJ 
快i
を

けt.:.. 
1'-°J 
衣
�
0) 

吋
M
．
印

x
h一
日

目

本
凶
は
小
作
に
い余
川
如
米 、

人
物
似
を、

んJ卜
に
は
弘
法
大
川
のし仏
像
を
拙
く一
日制
の
楽
削
三
作
凶
で
あ
る 。

築
制
如
米
と
弘
法
人
削
の
組
介
せ
も
知
例
少
な
い
も
の
で
あ
ら
う
が 、
刈リ
名
を

ぺん
か
に
し
え
ん仙
い
神
似
の
内
ι
す
る
の
も
ま
こ
と
に
本
凶
独
自
の
も
の
と
忠
わ
れ

る 。
弘
法
大
削
と
衛
政
な
山
神
倣
と
い
え
ば 、
－
H川
刑判
明
神
を
す
ぐ
担
起
で
き
る
だ

本
凶
の
そ
れ
を
山
川判
明
神
と
担
忘
す
る
の
は
い汁
舵
え
て
お
き
た
レ c

小
咋
の
楽
帥
如
米
は 、
トホi t
ト小
川V
と
阪
め
て
似
て
い
る 。

ろ
う
が 、

恐
ら
く
そ
れ
を
供
与

し
た
も
の
と
号
え
ら
れ
よ
う 。
従
っ
て
こ
の
凶
は 、
なタ
制
干
の
一
作仰
の
豆
油
田
と�禰.＇（＇.，t＜叩刈:,;1 ti lx'I 
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本川
良
同
立
文
化
財
研
究
所
年
mm

理
解
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

第
三
の
部
瓶
に
附
す
る
も
の
に
は
「
担
換
図」

が
み
ら
れ
る
が 、

こ
の
図
は
宗

派
に
か
L
わ
ら
ず
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
仏
画
で
あ
る 。

こ
の
地
区
の
訓
読
に

お
い
て
も 、

地
中山
寺 、

山
福
寺 、

｛玉
一好
守 、

円
隆
寺 、

長
江
寺 、

大
成
寺 、

本
行

寺 、

伝
尼
寺 、

持
林
寺
等
の
消
寺
に
伝
え
ら
れ
て 、

い
づ
れ
も
そ
れ
ら
の
紙
北口
に

は
製
作
の
立
図 、

寄
進
者
名 、

製
作
年
代
な
ど
が
入
念
に
m噌
汗
さ
れ
て
い
る
場
合

が
多
い

。

し
た
が
っ
て 、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
犯
然
凶」

に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
悦・

怖
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

そ
れ
ら
の
多
く
は 、

寺
院
に
関
係
深
い
土

地
の
議
の
人
述
が
佐
川
を
山川
せ
集
め 、
」

川
町m
あ
た
り
の
仏
絵
師
に
注
文
す
る
と
い

う 、

い
か
に
も
江
戸
時
代
的
な
仕
組
み
で
製
作
さ
れ
て
い
る 。

そ
し
て 、

そ
れ
は

舞
鶴
を
地
盤
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
信
仰
的
な
こ
と 、

あ
る
い
は
経
済
的
な

こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で 、

「

担
駒沢
図」

を
主
体
と
し
た
信
仰
の
伝
掃
を
身
拐
す

る
う
え
に
貴
重
な
も
の
と
な
ろ
う 。

舞
鶴
の
歴
史
の
一

端
を
解
明
す
る
た
め
に
は

取
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
系
却
で
あ
る 。

い
ま
そ
の
一

例
を
控
林
寺
の
「

迎
然
図」

を
み
る
と 、

こ
の
作
品
は
組
本
若
色

で
勾叩・
吋
×
N

ミ・
切
の
大
き
い
も
の
で 、

こ
の
地
区
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
但
然
図」

の
う
ち
で
作
風
も
よ
く
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る 。

紙
背
の
品
川
を
み
る
と 、

寄
進
者
名
略

右
汁
後
問
分
寺
迎
接
倣
興
行
問
山
右
京
列
店
ぃHU

絵
師

滅
州

窪
田
又
次
郎

統
泰

表
具
師

式
郎
郷
問
芳

移
行

時
呈

従
大
永
三
年

特
姶
月
九
日

丹
後
符
中
国
分
寺
雌
為
寺
物
子
細
有テ
米
津
万
福
寺
之
守
物
朋
之
管
永
田隊
九
年

歳
浬
般市
像
絹
五
幅
常
光
院
車
阿
致
勧
進
一

一拍
雌
仕
立
候
此
絵
像
如
形
成
絵 ヲ
而

候
間
永
被
九

J
拍
脚
仕 リ
此
絵ふ
仕
仲代
倣
条
前
之
出
制m y毛
記
之
恥
道
俗
訂
版
引
女

一

紙
半
銭
之
且
那
等

同僚
女�！＇

4
m
比
縛
門

妙
才
禅
尼

－、、－，A
－au－
v
h、－p
h
川A1

J
ペ
アhJ
J
j
ru
J
引
阿

川1
4

芳
紹
央
信
士

花
見
翁
北
島廿
制作
門

天
汗
妙
性
大
姉

「
俊
安
二
年
八
月」

に
は
「
絵
師
木
村
山川
順
公」

に
よ
っ
て
修
世
さ

れ 、

「
児
保
四
年」

に
は
「
表
具
師
川
辺
住

小
問
絵
右
術
門
川削」

に
よ
り
「
文
化
Ll

年」

に
は
「
田
辺
住

住
表
具
師
吉
兵
衛」

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
修
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

そ
れ
に
際
し
て
多
数
の
土
地
の
人
述
の
寄
進

の
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
て 、

こ
の
作
品
を
通
じ
て
寺
院
と
そ
れ
を
支
え
る

人
々
の
つ
な
が
り
が
よ
く
知
ら
れ
る
抗
R
な
郷
土
史
的
側
航
日
い
作
品
と
い
え
よ

う 。

〈
抗

野

判

耐）

こ
の
他 、
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